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終戦後、荒廃と疲弊の中から出発した日本の経済は、長期の高度成長を続け、経済大国としての名を

確固たるものにしたことはご高承のとおりであります。“Made in Japan“は、現在でも高品質の代名詞

であり、その原動力は、世界に誇るモノづくり技術と、それによって生み出された高品質製品であるこ

とは疑う余地はありません。その背景には、日本の製造業が、戦後まもなく、真摯に米国から品質管理

を学び、それを日本の国民性や企業文化に適用するように工夫してきたことにあります。 

 

しかしながら、多くの企業では、品質管理の対象を単に狭義の品質として捉え、真の「品質経営」に

進化させるまでに至らないまま今日を迎えております。経営トップにとって「品質」は重大な経営の関

心事と認識されなくなり、その結果、“品質危機”と言われるほど、企業の不祥事や品質問題が相次ぐと

いう由々しき事態が散見されております。これは、長年にわたって築き上げた品質ブランドを一瞬にし

て失墜させかねないものであることは言うまでもありません。 

 

さらに、多くの企業では、品質に関する全責任を持つ品質担当役員（CQO：Chief Quality Officer）

が、品質管理・品質保証活動を主管していますが、CQO の立場と責務、取締役会における品質に関す

るプライオリティは企業間でばらつきがあると言わざるを得ません。 

 

日科技連では、このような現状を打破し、経営トップの関心事として「品質」を広義に捉え、“品質立

国ニッポン”復活の起爆剤とすることを目的に、CQO が経営に主体的に参画し、「品質経営」を実践し

ている企業の経営トップにお集まりいただき、経営と品質に関する議論の場として、標記「品質経営懇

話会」を創設いたします。 

併せて本会では、CQO を育成・拡大すると共に、各企業での品質意識を高揚する場としていきたい

と考えております。 

 

このグローバル化の時代で、我が国が世界と戦い、産業競争力を高めていくためには、「品質」は欠

かせない重要な要素になります。その旗振り役は経営トップでなければなりません。 

 

本会では、経営トップの品質経営への意識向上と品質担当役員の役割・必要性を認識・実践していた

だき、現状の品質管理の在り方だけでなく、経営者層が実践しなければならない TQM の姿をも議論し

て参りたいと考えております。 

 

今日、ますます厳しさを増すグローバル競争の中で生き残っていくためには、これまで長年にわたっ

て培ってきた品質を原点とする経営に更に磨きをかけていかなければなりません。「品質」こそが日本

の産業競争力をより高め、世界に負けないための最大の武器になることを信じております。 

 

是非、趣旨にご賛同を賜り、積極的なご参画をいただきたく、お願いを申し上げます。 
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